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「看護 海外 研修」による検索
書誌情報 , 論文の性格・方法・内容・その他 (訪問国はタイトルに明示されていない場合 ) 
1.久保宣子 ,山野内靖子 ,蛭田由美 : 看護系大学生の国際看護活動に関する関心や期待 ―国際看護学教育の実態
調査との比較からの考察― . 八戸学院大学紀要 , (58), 163-171, 2019 自記式質問紙 . 海外研修への関心と希望
内容を聞いたのみ . 以前の論文とほぼ同じ内容
2.鳥越郁代 ,加藤法子 ,松井聡子 ,他 4 名 : 韓国、大邱韓医大学校における韓方医学及び看護短期研修プログラムの
開発 . 福岡県立大学看護学研究紀要 , (16), 111-119, 2019 漢方や韓国語を含む研修予定内容の紹介 . 調整が遅れ
実施できず
3.久保宣子 ,山野内靖子 ,蛭田由美 :看護大学生の国際看護活動に関する意識および教育ニーズに関する調査 . 八
戸学院大学紀要 , (57), 151-161, 2018 自記式質問紙 . 海外研修について関心と希望内容を聞く
4.加藤法子 ,鳥越郁代 ,吉村美奈子 ,他 5 名 :本学学生の国際交流に関する意識調査 . 福岡県立大学看護学研究紀要 , 
(15), 73-82, 2018 自記式質問紙 . 海外研修について関心と希望内容を聞く
5.平良美栄子 ,西上あゆみ ,西内恭子 : 2017 年度国際看護学演習 :ニュージーランドにおける海外研修報告 . 梅花
女子大学看護保健学部紀要 ,(8), 29-37, 2018 研修内容の報告．自記式質問紙 . おおむね肯定的評価．事前予測よ
り語学が難しいという回答少ない
6.成田有吾 ,竹内佐智恵 ,児玉豊彦 ,他 5 名 :海外からの研修学生の来訪と本学からの派遣 2016 年後期から 2017 年
前期までの展開 : 三重看護学誌 , 20, 97-104, 2018 研修内容の報告 . 「関係者全体の英語能力の向上 , これまで
の取り組みの経験知の活用と継承が課題」
7.樺澤三奈子 ,炭谷正太郎 ,渥美陽子 ,他 4 名 : 聖隷クリストファー大学看護学部における国際交流事業への取り
組み：アメリカ看護研修に参加する学生の"activeness" をはぐくむ活動と課題 聖隷クリストファー大学看護学
部紀要 , (25), 11-18, 2017 参加者に対する質問紙．事前英会話トレーニング増やす希望．奨学金を受けられてい
ない
8.清水佐智子 ,益満智美 : 韓国におけるホスピス緩和ケア研修報告  Seoul St. Mary's Hospital & Palliatice Care 
Center 見学を通して . 鹿児島大学医学部保健学科紀要 , 27(1), 87-92, 2017 研修内容の報告 . 通訳あり . 語学授
業なし
9.丸谷美紀  ,米増直美 ,兒玉慎平 , 他 2 名 . ボストン学生海外研修報告  : 健康格差解消に向けたローカル・グロ
ーバルな視座からの学び . 鹿児島大学医学部保健学科紀要 ,  27(1), 63-69, 2017 研修内容の報告 . 数回の英語
での事前学習 . 事前学習・事後学習が課題
10.米増 直美  , 丸谷 美紀  , 兒玉 慎平 , 他 2 名 : 公衆衛生看護管理論 I フィリピン研修報告 . 鹿児島大学医学
部保健学科紀要 , 27(1), 55-61, 2017 研修内容の報告 . 使用言語は英語．語学に関する全体での取り組みなし．
英語力が課題
11.蛭田由美 ,久保宣子 ,山野内靖子 : 看護基礎教育における国際看護学の教育プログラムの開発に関する研究 ─
わが国の大学看護学科における国際看護学教育の実態 ─ . 八戸学院大学紀要 , (54), 39-54, 2017 看護系大学に
対する質問紙調査．海外研修実施についても調査．アメリカ・タイ・イギリスの順で訪問多い
12.日高陵好 :  看護学生を対象とする海外短期研修の評価と成果 . 人間と科学  : 県立広島大学保健福祉学部誌 , 
17(1), 95-106, 2017 自記式質問紙 , 事前学習、現地での英語授業あり。【語学への意欲】【日豪看護の比較】【看
護観への影響】【異文化体験】【海外志向】と学びを分類 . どう継続するかが課題．オーストラリア
13.三原博光 ,日高陵好 ,國定美香 ,他 1 名 : 大学における短期海外研修を通した国際交流の実践とその成果 . 人間
と科学  : 県立広島大学保健福祉学部誌 , 17(1), 59-64, 2017 文献レビュー .  先行研究 10 件程度紹介．選択基準
不明
14.戸田登美子 ,丸光惠 : 海外研修前後における異文化間感受性の変化 .甲南女子大学研究紀要 . 看護学・リハビリ
テーション学編 , (12), 37-44, 2017 日本語版異文化感受性尺度を測定 . 上昇した者と減少した者に分かれる．イ
ギリス，ホームステイ
15.金井優子 ,横川裕美子 : 平成 28 年度看護学科における国際看護学Ⅱの海外研修 (タイ王国 )報告 . 名桜大学紀
要 , (22), 107-110, 2017 研修内容の報告 . 事前に英語とタイ語学習 . 現地では語学授業なし . 過密日程（振り返
りの時間の不足 , 疲労）が課題，ホームステイ
16.久保宣子 ,山野内靖子 ,蛭田由美 : 文献から考察する看護基礎教育における国際看護学教育の現状 . 八戸学院
短期大学研究紀要 , (42), 69-79, 2016 「国際看護」「教育」の 20 件の文献レビュー . 「海外体験（研修）は国際
性を備えた看護職の育成のために効果的」
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17.田代麻里江 ,巽彩香 ,藤田栞 ,他 1 名 : 2015 年度国際看護学演習 : 米国カリフォルニア州における海外看護研修
報告 . 梅花女子大学看護保健学部紀要 , (6), 33-44, 2016 研修内容の報告 .  学生による自己評価 . 事前に 16.5
時間の英語授業 . 現地での英語授業はなし．満足度高い．ホームステイ実施できず
18.奥村真美 : フィリピン貧困地域における「国際看護学演習」の学生の学びに関する一考察 . 保健医療技術学
部論集 ,(10), 93-104, 2016 自記式質問紙 . 事前の英会話授業のみ . 【看護に対する考えの深まり】【異なる文化・
価値観】【子どもにとっての遊びの重要性】【貧困地域における保健・医療の課題】の学び ,【看護の方向性の明
確化】【看護を学ぶ姿勢の変化】【日本での生活に対する価値観の変化】の効果
19.枝川千鶴子 ,藤原紀世子 ,豊田ゆかり ,他 1 名 : 海外視察研修報告 :サクラメント市における看護教育・小児医療 . 
愛媛県立医療技術大学紀要 , 12(1), 59-64, 2015 研修内容の報告 . 事前学習・研修内容に英語・英会話言及なし . 
アメリカ
20.谷野宏美 : 新見公立大学カンボジア会  10 年間の活動報告 . インターナショナル nursing care research 
14(4), 135-141, 2015 実施状況と成果
21.白石知子 ,大橋裕子 ,今村恵子 ,他 2 名 : 保健師学生のための異文化看護学習プログラムの検討  - ニュージー
ランドにおける看護海外研修の視察より -. 生命健康科学研究所紀要 , (11), 57-64, 2015 研修内容の報告 . 保健
師課程対象 . 語学学校が拠点 . 語学研修の比重高いが視察内容の記述が大部分
22.谷野宏美 : わが国の看護学生を対象とした海外研修の動向 . 新見公立大学紀要 , 36, 85-87, 2015 10 年 44 件
の文献レビュー , 先行文献から【人的資源の限界】【資金の乏しさ】【言葉の問題】【カリキュラム上の制限】【不
十分な体制づくり】【環境的限界】という課題．訪問先はアメリカ・デンマークが多い
23.阿部愛美 ,古俣亜沙子 ,関川ひとみ ,他 6 名 : 平成 24 年度保健学科国際保健学海外研修プログラム 『カナダ・
ショートビジット 2013』学生研修レポート . 新潟大学保健学雑誌 ,11(1), 99-111, 2014 学生の英文レポート紹
介 . 
24.田代麻里江 ,張 暁春 : 2014 年度国際看護学演習におけるオーストラリア海外看護研修報告  : 梅花女子大学
オリジナル海外研修プログラム企画の試み . 梅花女子大学看護学部紀要 , (5), 7-18, 2014 研修内容の報告 . 4 年
前期選択科目 . 事前学習に 11 コマ英語・英会話 . 現地では 1 コマ . 参加者募集・学生の事前の不安が課題．質
問紙で学生の満足度高い．ホームステイ
25.花井節子 ,山下美穂 ,福岡真理 : 看護学科学生の海外研修の意義と課題  : 2012 年度海外研修参加学生の学びか
ら . 鹿児島純心女子大学看護栄養学部紀要 , 18, 86-96, 2014 研修内容の報告 . ニーズ調査 . 学生のレポート . ナ
イチンゲールに関する学び , 看護観の明確化 , 保健医療に関する国際的視野 , 看護の本質の確認 , 異文化理解が
意義 . 卒業直前で卒業後の効果確認できない , 次年度以降につながらない , 語学力不十分 , 地域の人と交流がな
い , が課題 . イギリス
26.横川裕美子 ,広本充恵 ,佐和田重信 ,他 1 名 : 看護学科における第 1 回海外スタディ・ツアー報告 : 名桜大学紀
要 , (19), 201-203, 2014 研修内容の報告 . タイ語の事前学習のみ .  事前準備の時間確保が課題
27.張暁春 ,田代麻里江 : 2013 年度国際看護学演習におけるオーストラリア海外看護研修報告 . 梅花女子大学看
護学部紀要 , (5), 19-29, 2014 研修内容の報告 . 4 年前期選択科目 . 事前学習に 4 コマ英語・英会話 . 現地では 1
コマ . 参加者の募集・金銭的援助が課題．ホームステイ
28.李孟蓉 ,角野善司 ,川田智美 ,他 2 名 : 高崎健康福祉大学看護学科学生海外研修報告  : インドネシア STIKES
大学との学生・学術交流協定 (MOU)の成果として . 高崎健康福祉大学紀要 , (12), 233-240, 2013 研修内容の報
告 . 自記式質問紙で満足度高い . 英語を使用 . 事前の語学の準備について記載なし
29.安藤広子 ,野口恭子 ,千田睦美 ,他 5 名 : 岩手県立大学看護学部における国際交流活動の展望 . 岩手県立大学看
護学部紀要 , 15, 67-73, 2013 経緯・概要．研修の認知度・関心・希望内容に関する自記式質問紙 . ドイツ , アメ
リカ
30.舩冨奈々 : ミシガン海外研修に参加して : 臨床教育看護師 (プレ )としてのあり方をふり返る (特別寄稿 ). 滋賀
医科大学看護学ジャーナル , 10(1), 12-15, 2012 研修内容の報告 . 学部生も同行したが詳細について記述なし . 
アメリカ
31.八代利香 ,松成裕子 ,李笑雨 : 鹿児島大学学生海外研修支援事業の報告 : 韓国の Chung-Ang University およ
び保健診療所の訪問活動 . 鹿児島大学医学部保健学科紀要 , 22(1), 1-6, 2012 研修内容の報告 . 4 年次後期 4 名 . 
現地での授業は英語 . 学生の知識が不足．語学力の向上が課題
32.西川まり子 ,横山ハツミ : 国際看護研修から視る異文化看護への挑戦 : オーストラリア編 . 広島国際大学看護
学ジャーナル , 8(1), 71-79, 2011 研修内容の報告 . 現地での英語授業あり . 異文化看護を著者が薦める．ホーム
ステイ
表１　データベース検索の結果（つづき）
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33.馬橋和恵 : アメリカの医療保障制度と看護事情  : カリフォルニア海外研修を参考に . 上武大学看護学部紀
要 , 6(2), 53-56, 2011 視察内容の報告
34.香月毅史 : 短期海外研修体験が看護学生の英語学習動機と学習意欲に及ぼす影響 . 高崎健康福祉大学紀要 , 
(10), 47-61, 2011 質問紙で英語学習動機と意欲の得点が上昇
35.栃本千鶴 ,永坂トシヱ ,福田由紀子 ,他 4 名 : 平成 22 年度 海外研修報告 --国際保健カナダ実習を実施して . 日
本赤十字豊田看護大学紀要 , 6(1), 71-76, 2011 研修内容の報告 . 自記式質問紙で満足度高い . 7 名回答
36.川北直子 ,小笠原広実 , 遠藤惠美子 ,他 2 名 : 看護大学生は海外体験から何を学ぶのか? 短期海外研修プログ
ラムに参加した学生のラベルより . 宮崎県立看護大学研究紀要 , 10(1), 38-49, 2010 異文化理解が焦点．学生に
よる自由記述 . 期待された学びが得られていない . 学生が体験を過度に一般化するのを是正することが課題．タ
イ，韓国
37.片岡由美子 : 海外学生研修の実施の意義と参加者のコミュニケーション意識 --平成 21 年度 ,愛知県立大学看
護学部学生参加による研修の実施報告より .愛知県立大学看護学部紀要 , 16, 49-57, 2010 自記式質問紙 . 定員 10
名を超える応募から選抜 . 現地での英語授業 . 準備期間の短さ・学生の受け身の態度が課題 . 学生が語学力向上
を期待していない．アメリカ
38.香月毅史 ,荒井淑子 : 看護学生の短期海外研修における英語学習に関する意識調査 . 上武大学看護学部紀要 , 
5(1), 12-18, 2009 自記式質問紙 (英語学習動機尺度 (近藤  2006). 英語のスキル認知 , コストの認知尺度 (塩谷
1995). 独自のアンケート ), 12 人を対象 . 英語学習動機では研修前後で有意差なし . スキル認知のスコアが有意
に低下 (学習方法の理解が深まった ). アメリカ
39.佐山理絵 ,高木廣文 : 看護教育における海外研修の位置づけ 国際看護の視点から (3)タイ ,ラオス専門教育の
なかの海外研修 . 国際看護学実習．看護教育 , 50(3), 256-259, 2009 研修内容の報告 . 卒研・実習の 4 年生が参
加 . 実習の使用言語は英語 .  語学力で学びが制限されるのが課題
40.桜井礼子 : 看護教育における海外研修の位置づけ 国際看護の視点から (2)韓国ソウル大学校との相互交流研
修および国際看護学教育 . 看護教育 , 50(2), 164-167, 2009 研修内容の報告 . 日常会話程度の英語力を選抜要件 . 
関連科目・国際看護学が英語で行われる . 方向付けが課題
41.横山京子 : 看護教育における海外研修の位置づけ 国際看護の視点から (新連載・1)米国シアトル・パシフィ
ック大学における短期海外研修 . 看護教育 , 50(1), 70-74, 2009 研修内容の報告 . 大学隣接の語学学校を利用 . 
参加者少なく隔年開催 . 費用・単位化が課題．ホームステイ
42.丹野かほる , 瀬倉幸子 : ラオス国際看護学研修の学習成果と効果的な海外研修のあり方の検討 . 日本看護学
会論文集 看護教育 , 40, 269-271, 2009 7 名に面接．国際看護の学びを得ている
43.吉田翠 ,沢禮子 ,石川紀子 : 天使大学の海外研修における学び --第 6 回 (2006 年度 )天使大学海外研修を一事例
として . 天使大学紀要 , 9, 121-136, 2009 研修内容の報告 . 7 名に質問紙で語学・専門分野の主観的成果を尋ね
る . 非営利教育団体が受け入れ . ホームステイ . 語学研修 . 学生には英語講師から個人面接による語学の評価 . 
単位化が課題．アメリカ
44.荒井淑子 ,渡邉竹美 ,香月毅史 : 平成 20 年度海外研修報告  : 第 2 回看護学部学生海外研修を実施して . 上武
大学看護学部紀要 , (4), 41-46, 2008 研修内容の報告 . 自記式質問紙で満足度高い．語学に関する記述なし．ア
メリカ
45.中村博生 ,山本淳子 : 看護職及び看護学生の英語コミュニケーション能力育成に関する研修プログラム開発
(2): 海外研修プログラム . 看護研究交流センター年報 , (19), 11-12, 2008 研修前後のリスニング・スピーキング
能力測定 . 有意に改善 . 流暢さ・発音の正確さ・文法・読解は改善せず課題
46.小池武嗣 ,渡邉竹美 ,赤松弥生 ,他 1 名 : 平成 19 年度海外研修報告 (1):  第 1 回看護学部学生海外研修を実施し
て . 上武大学看護学部紀要 , (3), 37-40, 2008 自記式質問紙 . 感想を引用 . おおむね満足 . 語学に関する記述な
し
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Institute : FSI）が職員の外国語教育に用いる外
国語の分類がある  17）．その分類において日本語
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告．愛知県立看護大学紀要, 12, 59-66, 2006．
The Current Situation and Challenges of Short-term Study Overseas 
Training Programs at Faculties of Nursing
Yutaka KATO
Abstract
　Today, many universities implement programs that allow students to study abroad for a short 
term. This study reviewed literature on short-term overseas training programs at nursing faculties 
to grasp the current situation and the challenges of these programs. The CiNii database provided 
by the National Institute of Informatics was used and the literature search was conducted using 
two sets of search words. The results were tailored according to predetermined criteria. In total 63 
articles were analyzed. Simultaneously, official websites of nursing faculties across the country were 
searched for information on short-term programs for purposes of comparison. The majority of the 
search results assessed the effects of programs using subjective measures such as self-administered 
questionnaires. Assessments of language proficiency improvements were also subjective with only 
one exception. The searches revealed that reports on short-term overseas training programs 
primarily intended for nursing students are lacking and that the effectiveness of programs have 
been repeatedly demonstrated but mostly based on subjective assessment measures. 
Keywords  overseas training program, short-term program, international nursing, foreign language
